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福祉実践のためのデータの見方・扱い方

　近年、福祉現場ではより質の高いサービス提供が要求されるに伴い、直感や経験に頼った援助ではなく、説明
可能な根拠に基づいた援助が求められるようになっています。そのため、福祉現場で福祉職として援助活動を実
践する際には、自らの援助活動の根拠となる情報の収集とその説明が一層不可欠となってくると考えられます。
そのため、本講義では、自らが直面する問題に対して自分自身で解答を見つけるために必要とされる基礎技能の
習得を念頭に置いて、社会調査の目的や実際に社会調査を展開する際に必要な一連の実施手順などについて説明
を行います。

1　社会福祉と社会調査
2　社会福祉調査の対象
3　社会福祉調査の計画①
4　社会福祉調査の計画②
5　量的調査の調査設計
6　量的調査の調査票作成
7　量的調査のサンプリング
8　量的調査の実査

9　  量的調査の集計
10　量的調査の分析①
11　量的調査の分析②
12　質的調査の方法①
13　質的調査の方法②
14　質的調査の方法③
15　質的調査の方法④

新睦人・盛山和夫編『社会調査ゼミナール』有斐閣

定期試験（60％）、ミニテスト及びレポート（40％）を基に総合的に評価します。
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